




過去 3 年間における研究の主たるものは,大別して以下の 3 項目とすることが

出来る。

1.小児肝疾患,殊に先天性胆道閉鎖症ならびに乳児肝炎の病理組織学的研究:こ

れら両疾患は本来別々のものと考えられているが,病理組織学上その肝臓所見

には互いに区別し難い点が多い。従って,それらの間の異同を明確にし,また出

来得ればその病因探究の一助にもしたいと考えてその病理組織学的検索を行っ

た。先天性胆道閉鎖症については肝臓ならびに胆道の両者についての観察が行

われ,その前者では一般的組織所見解析の他に,殊に特異な形態を示す胆栓の形

状について精細な観察を試みた。その一部のものは明らかに一般的の胆栓とは

異なり,あたかも壁の細胞が変性に陥って脱落したかの如き印象を与え,甚だし

いものでは巨細胞封入体ウイルス症に際してみられる封入体に極めて類似の像

を呈した。


